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EBPMのニーズに対応する経済統計の諸課題に関する研究会の開催について 

 

 

 

１．趣旨 

 

  効果的な政策の企画立案の根拠を提供する重要な基盤である経済統計につ

いて、施策ユーザーのニーズから見た諸課題とその原因、改善方策を探るとと

もに、確かな根拠に基づく政策立案（EBPM）の定着等について検討を行い、関

連行政の改善案について行政改革担当大臣に助言を行うため、EBPMのニーズ

に対応する経済統計の諸課題に関する研究会を開催する。 

 

 

２．構成 

 

（座長） 三輪 芳朗  内閣府大臣補佐官、大阪学院大学経済学部教授 

（座長代理） 金本 良嗣  電力広域的運営推進機関理事長、 

政策研究大学院大学特別教授 

（構成員） 赤井 厚雄  株式会社ナウキャスト取締役会長、 

早稲田大学研究院客員教授 

橋本 英樹  東京大学大学院医学系研究科教授 

渡辺  努  東京大学大学院経済学研究科教授 

 

 

３．スケジュール 

 

10月７日（金）に第１回会合、10月 14日（金）に第２回会合を開催。 

案件に応じて随時開催し、活動期間は１年程度を想定。 
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（主な検討課題） 

 

○ 産業構造・生産性の計測に関する経済統計の諸課題（注）

と原因 
（注）産業別生産性の計測、GDPデフレーター、産業連関分析、サービス分野の統計

整備等 

 

○ 政策ユーザーのニーズに応じた経済統計改善のメカニ

ズム 

 

○ エビデンスベースの政策思考の定着 


